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過年度法人税等の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、関東信越国税局による 2021 年 12 月期から 2023 年 12 月期までの 3 事業年度を対象とした税務

調査を受け、下記の通り修正申告を行う予定です。これに伴い、2025 年 12 月期第 2 四半期および通期の

業績予想を修正しましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

 

1. 過年度法人税等の計上 
 

当局による税務調査では、一部の海外子会社が外国子会社合算税制に基づく合算課税の適用対象にな

るとの判断が示され、2021年 12 月期から 2023 年 12月期までの 3 年間について、当該海外子会社の利

益を当社の所得額とみなして合算課税されるべきとの見解が示されました。 

 

当局からの指摘事項については見解の相違もありましたが、当社として改善すべき点もあるものと思

慮し、指摘事項に基づく修正申告を行う予定です。これにより、2025 年 12 月期第 1 四半期累計期間に

おいて過年度法人税等として 1,200 百万円（過少申告加算税、延滞税等を含む）を計上しました。な

お、本計上金額は当社が現時点で試算した見積もり金額です。 

 

当社は、今回の指摘事項を真摯に受け止め再発防止に努めるとともに、税務コンプライアンスのさら

なる強化に取り組んでまいります。 

 

2. 業績予想の修正 

① 2025 年 12 月期第 2 四半期連結業績予想の修正（2025 年 1 月１日～2025 年 6 月 30 日） 
 

 
売  上  高 E B I T D A 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

四半期純利益 

1 株 当 た り 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想  （ A  ） 38,616 8,368 5,478 5,854 3,927 46.51 

今回修正予想  （ B  ） 38,616 8,368 5,478 5,854 2,727 32.30 

増減額    （B - A） - - - - △1,200 - 

増減率    （ %  ） - - - - △30.6 - 

参 考 : 前 年 同 期 実 績  
（2024年 12 月期第 2 四半期） 

38,557 11,051 8,287 10,522 7,026 82.88 

 



 

 

- 2 - 

 

② 2025 年 12 月期連結業績予想の修正（2025 年 1 月 1 日～2025 年 12 月 31 日） 
 

 
売  上  高 E B I T D A 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想  （ A  ） 80,655 18,932 13,150 13,840 9,572 113.34 

今回修正予想  （ B  ） 80,655 18,932 13,150 13,840 8,372 99.14 

増減額    （B - A） - - - - △1,200 - 

増減率    （ %  ） - - - - △12.5 - 

参 考 : 前 期 実 績  
（ 2 0 2 4 年 1 2 月 期 ） 

77,041 20,460 14,596 17,283 8,577 101.37 

 

③ 業績予想の修正の理由 
 

上述の過年度法人税等の計上により、第 2 四半期および通期の親会社株主に帰属する当期純利益

が減少する見込みです。また、2025 年 12 月期配当予想につきましては、2025年 2 月 12 日に公表

した内容（第 2 四半期末：1 株当たり 26 円、期末：1 株当たり 28 円）から変更はありません。 

 

なお、米国政府による関税政策は当社事業に一定の影響を与える可能性があるものの、現時点に

おいては当該影響を見通すことは困難であることから、今回の業績予想の修正には織り込んでお

りません。今後公表すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

（注） 本資料に記載されている予想値は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後の様々な 

要因により、予想値とは異なる可能性があります。 

 

以 上 


